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略 歴

１９６９年 日本電信電話公社（当時）入社
以降電気通信研究所で通信・ネットワーク技術の研究開発に従事

１９７３年 MIT Visiting Scientist (１年間）
１９９５年 NTT光ネットワークシステム研究所長
１９９７年 東京大学工学系研究科教授
２００６年 東京大学を定年退職、東京大学名誉教授

慶應義塾大学DMC研究機構教授
２０１７年 慶應義塾大学理工学部訪問教授を退職
２０１８年 特定非営利活動法人 ブロードバンド・アソシエーション理事長

日本学術会議会員（２００５年ー２０１１年）
電子情報通信学会第８６代会長（２００９年度）
IEEE Life Fellow, 電子情報通信学会名誉員・フェロー

いくつかのNPOを立ち上げ、会長を務める。（例、DCCJ, PIFなど）
創立者の一人としていくつかの国際会議を立ち上げる。（ISPACS、COIN, APCC
など）
受賞歴：直近では IEEE Masaru Ibuka Consumer Electronics Award 2019を受賞



大学紛争

１９６９年１月１９日

安田講堂封鎖解除
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人類初めて月面に立つ

１９６９年

７月２１日

１１時５６分２０秒（日
本時間）

アポロ１１号月面着陸
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１９６９年１０月２９日

“ＡＲＰＡＮＥＴ”の最初のパケットが

転送実験される！ （UCLA – SRI間）

“LOGIN” の5文字のうち最初の “LO” 

2文字しか届かず !

これがインターネットの始まり



1969年 情報化社会の予測

２人の人物が工業化社会の次の社会
の到来を予言した。

アラン・トゥレーヌ（仏） 脱工業化社会

林雄二郎 情報化社会



１９６９年は音楽の世界でも重要な年である！

・ ビートルズの最後のライブ講演
ルーフトップコンサート (1969.1.30)

・ ウッドストック・フェスティバル （1969.8.15-17)
ニューヨーク郊外に４０万人を集めた
大ロックコンサート



ビートル
ズ

（Beatles)

ルーフトップコン
サート

1969年

アップル社の屋上で映画
のロケ

これが最後のゲリラ・ライブ
演奏

1962年10月5日にイギリスにてデビュー曲「ラヴ・ミー・ド

ゥ」を発売
1966年 武道館公演

ジョン・レノン、ポール・マッカー
トニー、ジョージ・ハリスン、リン
ゴ・スター

ギネスワールドレコーズに最も成功したグループア
ーティストに認定



あらゆる分野でデジタルのキーワードが氾濫してい
る

デジタル通信 デジタルコンピュータ
デジタルシネマズ デジタル放送

DX
デジタル庁 デジタル大臣

デジタルの語源 ラテン語の「指」digitus

デジタル アナログ
離散 連続



アナログからデジタルへ発展したのか？

宇宙の基盤 素粒子は離散 デジタル
空間は連続 アナログ

生物は離散 細胞 デジタル
遺伝子 デジタル

動物のコミュニケーション
音の伝搬 アナログ

人類の文字の発明
アナログの言葉を文字・記号として
デジタル化した
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最終講義

2006年2月23日
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２００ ｂ／ｓ ＦＳＫ ＭＯＤＥＭ
のＤＳＰ試作実験 （１９７０年）

ディジタル演算により４チ
ャンネルのＦＳＫ変復調
を多重処理

ＦＳＫ変調・復調 ＋
4チャネル多重処理

世界初

ベル研が ３００b/s FSKの受

信側を１９７０年に試作したこと

があとでわかった。
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大久保栄教授（早稲田大学）談

青山氏が１９６０年代末に、電卓でモデムをつくると言
っていてびっくりした記憶があります。

（青山は大久保教授が当時所属するＮＴＴ研究所のある研究室に１９６９
年新入社員として所属）

ＤＳＰによる変復調の進歩

１９７０年 ２０１３年

２００b/s ⇒ １００Gb/s（光デジタル

コヒーレント伝送）

４３年で ５ｘ１０の８乗倍



デジタル信号処理の通信とその応用への研究

MIT Visiting Scientist （1973-1974）

横須賀研究所基幹伝送研究部にDSP研究グループを設置（1975）

4K デジタルシネマの開発 産官学連携のDCCJを設置(2001-2011)

ハリウッド映画業界への展開 NABに参画

東京国際映画祭においてデジタルシネマ上映のdigital TIFF を実施

4K超高精細映像のリアルタイム伝送実験
国内JGN2、日米間 太平洋横断光ファイバ伝送路

IEEE Masaru Ibuka Cosumer Electroics Award   （2019）

高柳健次郎賞（2020）
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世界初 ８００万画素デジタルシネマプロトタイ
プシステム

水平解像度 2000 走査線
垂直解像度 4000 画素（４K)

Source: NTT Labs.

D-ILA 4K 
Projector

JPEG2000 Real 
Time Decoder

２００１
年
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ハリウッドに衝撃を与えた
SIGGRAPH2001 デモ

２００１年
８月＠LA
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真咲なおこ氏が率いた
SKJ社が４KSHD研究開発とデ

ジタルシネマへの適用の過
程を「デジタルシネマの侍
達」というドキュメンタリーとし
て2011年に制作し、神奈川
テレビで放送し、CDも制作し
て販売した。

ハリウッドの要人達にもイン
タビューし、彼らがDCCJの４K

デジタルシネマへの貢献を
高く評価していることがIbuka
Award授賞への強力な支援
となっていると思われる。

4Kデジタルシネマに挑戦した活動のドキュメンタリー







4/24/23





デジタルトランスフォーメーション（DX)

2025年の崖

ICTの全領域への適用
医療、教育、エンタメ、販売、出版
農業、建築・土木、スポーツ、
デジタルエコノミー
シェアリングエコノミー

ソサイエティ５．０時代の課題
セキュリティ
プライヴァシー

青山友紀 27



集中 分散

政治 中央政権・独裁政治 地域政権・民主政治

経済 中央銀行通貨 仮想通貨ビットコイン

生活エネルギー 電力・ガス まき・石炭など、自家発電

水 水道 井戸、池、川 など

ネットワーク 電話網 インターネット

コンピュータ メインフレーム パソコン、タブレット

閉鎖的・不公平的 オープン的・公平的

社会を構成する2つの基本アーキテクチャ

青山友紀



中国共産党のスタート



ポスト情報化社会とは？

農業社会 ⇒工業社会 ⇒情報社会 ⇒？？社会

食物のフラット化

物のフラット化

情報のフラット化

？？？のフラット化
？？？は知能か ！

30青山友紀



日本のＶ字回復に向けて
高度成長期

世界に通用する物とそれを製造する技術を保有（物造り立国、電子立国）
均一的な人材とそれを育成する教育・研修
長時間労働・終身雇用
職場での製造手法改善
追いつき・追い越せ的マインド
科学基礎研究の実施（ノーベル賞へ）
ガラパゴス的規格・製品

ポスト情報社会

ＩＣＴ人材の育成、グローバルに要員確保
初等・中等教育からプログラミングなどのＩＣＴ教育
理系人材に対する処遇改善（雇用期間、給与向上）
研究開発投資の増加（大学および企業）
大学発ベンチャーの増加・育成
異業種連携による新しいマーケット創出（ＭａａＳなど）
集中から分散、分散から集中、の転換によるパラダイムシフトをキャッチしそれを可能にする
アーキテクチャを実現する（ブロックチェーンなど）
日本文化を表現するデジタルコンテンツをクリエイトし、グローバルに発信する



現代のX種の神器

AI 脳

５G 神経網、血管網

量子コンピュータ 細胞

IoT 神経

４K/８K  VR/AR 目

IOWN 全体の肉体
青山友紀 32





農業社会 工業社会 高度工業社会 情報社会 高度情報社
会 ？
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人類社会の３大革命の年表
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ガートナーのハイプサ
イクル



AI Artificial Intelligence

人工知能

コンピュータによる人間の知能の実現

ホットな話題

キャッチフレーズ

バズワード
AIブーム
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第１次AIブーム 第２次AIブーム 第３次AI
ブーム

1950    1960       1965             1970               1980             1990     ２010  ２０４５

シンギュ
ラリティ

ディープラーニング
深層学習

（2006年 ヒントン）

ニューラルネットワーク
パーセプトロン
機械学習

（チューリング、ミンスキー）

冬の時代 冬の時代

大研究プロジ
ェクトの終結

第５世代
コンピュータ
プロジェクト
の推進

1982-1992年
に570億円の

予算を経産省
が提供

米政府助成
プロジェクト
の消滅

米政府助
成の研究
開発推進

エキスパートシステム
知識工学

IBM Watson
アルファ碁

自動運転 ChatGPT
様々な業種にAIの適用
Google アシスタント

MITの人工
知能研究

1956年

ダートマス
会議

AIの栄枯盛衰
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最もホットなバズワード ChatGPT

⚫ 青山友紀という人を教えてください。

⚫ 申し訳ありませんが、私は青山友紀さんについての情報を持っていま
せん。私はOpenAIが開発した大規模な言語モデルであり、最新のニュ

ースや情報を常に学習していますが、私に与えられた情報の範囲内で
しか回答できません。もし青山友紀さんについての具体的な情報があ
れば、お答えできるかもしれませんので、お知らせください。

⚫ 東大名誉教授です。

⚫ ありがとうございます。青山友紀さんは、日本の東京大学の名誉教授
であり、地球惑星科学の研究者として知られています。主に火山学、
火山噴火の予測、地震学、プレートテクトニクスなどの分野で活躍され
ていました。また、科学技術振興機構（JST）の理事や、日本地球惑星

科学連合の会長を務めたこともあります。青山さんは、国内外の多くの
賞を受賞しており、日本の科学技術分野に大きな貢献をされた方です。



青山友紀（あおやまとものり）氏は電子情報通信工学の専門家です。

おっしゃる通り、申し訳ありませんが私の前回の回答が誤りでした。青
山友紀氏は、電子情報通信工学の専門家で、特に光通信分野での業
績が評価されています。光通信においては、高速かつ高品質なデータ
伝送技術の開発に貢献し、その成果が産業界でも応用されています。
青山氏は、東京大学の名誉教授であると同時に、日本学術会議会員、
電子情報通信学会のフェロー(Fellow)など、多くの団体で活躍されていま
す。先程の回答が誤りでしたこと、深くお詫び申し上げます。



Singularityとは何か？

宇宙誕生 物質の進化 生物の進化 知能の進化 AIの進
化 神 ？

青山友紀

えっ！

（青山流妄想）

ホモデウス



長寿を迎えて

還暦 大学研究室より赤いちゃんちゃんこ！

古希 認知症によるバンジージャンプ ！

傘寿 どうする８０歳を迎えて ？



青山・森川研 夏合宿 ２００３年 ８月

サプライズ

還暦の赤いチ
ャンチャンコ



Bungy Jump !
バンジージャンプ

高さは２６０ｍ！ 北米第１

ラスベガスのストラトスフィア
タワーの展望台よりジャンプ
し地上に着地

青山友紀

いつまでも元気で ！ 古希のイベント

ジャンプの認定書









諸君へのアドバイス
・卒論は極めて重要であり、全力で取り組め
・出だしの３年間が勝負
・５年で一つの専門を獲得
・外に出る場合はその後が望ましい
・学会には加入しろ
・３０歳前半までに海外を経験しろ
・英語は必須、相手は日本人でないから
・常に周囲に外にアンテナを張れ
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１９４５ ２０００ ２０２０

国の総合力

人口
生産人口
経済力
産業力

２０世紀 ２１
世紀

2020年代はV字回復の時



学会には加入すべし

IEEE: ４０数万人の会員を有する世界最大
の工学系学会：日本人会長が誕生

国内学会：電子情報通信学会
情報処理学会
映像メディア学会
応用物理学会など
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存続に向
けて





ご清聴ありがとうございました

青山友紀


